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審査基準 

 

参加資格審査については、内容に応じて算出した点数（１００点満点）を審査における評価点とする。 

技術提案審査については、審査委員の評価点の平均点（１００点満点）を審査における評価点とする。 

参加資格審査の評価点及び技術提案審査の評価点の合計点（２００点満点）の最も高い者を最優秀提

案者（候補者）として選定する。評価点の合計点が同一の場合は、技術提案審査の評価点が高い者を上

位者とする。 

 

（１）参加資格審査の審査基準 

参加資格要件の確認を行うとともに、企業の技術力、配置予定技術者の状況を審査する。 

審査項目 内容 配点 小計 

企

業

の

技

術 

力 

設計件数 

平成２２年４月以降に受注した、国又は地方公共団体にお

いて、ホール（舞台含む）、講堂等の面積が 300 ㎡以上の天

井に係る設計業務の実績を評価する。 

50 点 

60 点 

受賞実績 
平成２２年４月以降に官公庁等が行った表彰等の受賞実績

を評価する。 
10 点 

配

置

予

定

技

術

者

の

状

況 

資  格 資格を評価する。 主任技術者 

建築 3 点 

40 点 

構造 3 点 

電気 3 点 

機械 3 点 

保有年数 管理技術者の一級建築士免許証の保有年数を評価する。 6 点 

設計件数 
平成２２年４月以降に携わった設

計業務の実績を評価する。 

管理技術者 11 点 

建築担当主任技術者 11 点 

合計点 100 点 

 

◆企業の技術力 

【設計件数】 

平成２２年４月以降に受注した、国又は地方公共団体において、ホール（舞台含む）、講堂等の

面積が 300 ㎡以上の天井に係る設計業務の実績に応じて次のとおり審査する。なお、設計の実績は

新築及び増改築若しくは改修とし、公告日現在、設計業務が完了・引渡し済みのものに限る。 

審査項目 審査の着目点 審査点 関係様式 

設計件数 

設計件数が５件以上 50 点 

様式４ 

設計件数が４件 40 点 

設計件数が３件 30 点 

設計件数が２件 20 点 

設計件数が１件 10 点 

設計件数が０件 0 点 
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【受賞実績】 

平成２２年４月以降に官公庁（国、地方公共団体）及び官公庁が構成員になっている協議会等か

ら優良設計者の表彰あるいは建築コンクールの入賞等を受けた実績に応じて次のとおり審査する。

なお、受賞した実績は新築及び増改築若しくは改修とし、公告日現在、施設が完了・引渡し済みの

ものに限る。 

審査項目 審査の着目点 審査点 関係様式 

受賞実績 
受賞実績が２件以上 10 点 

様式５ 
受賞実績が１件 5 点 

 

◆配置予定技術者の状況 

【資格】 

配置予定技術者の資格を携わる立場に応じて次のとおり審査する。 

審査項目 携わる立場 評価する技術者資格 審査点 関係様式 

資  格 

管理技術者 一級建築士 － 

様式６ 

６－１ 

建築担当 

主任技術者 

一級建築士 3 点 

二級建築士 1 点 

構造担当 

主任技術者 

構造設計一級建築士 3 点 

一級建築士 2 点 

二級建築士 1 点 

電気設備担当 

主任技術者 

設備設計一級建築士 3 点 

建築設備士、技術士、一級建築士 2 点 

二級建築士 1 点 

機械設備担当 

主任技術者 

設備設計一級建築士 3 点 

建築設備士、技術士、一級建築士 2 点 

二級建築士 1 点 

※管理技術者及び建築担当主任技術者は、参加申込書提出企業に所属していること。 

※構造、電気設備、機械設備担当の主任技術者に配置予定の者には、業務協力を求める他の設計事

務所等（以下「協力事務所」という。）の技術者を配置することができる。 

※配置予定技術者は、特段の理由がない限り業務契約後の変更を認めない。 

 

【保有年数】 

配置予定の管理技術者の一級建築士免許証の保有年数に応じて次のとおり審査する。 

審査項目 審査の着目点 審査点 関係様式 

保有年数 

一級建築士取得後２０年以上 6 点 

様式６ 

６－１ 
一級建築士取得後１０年以上２０年未満 5 点 

一級建築士取得後１０年未満 4 点 
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【設計件数】 

配置予定の管理技術者及び建築担当主任技術者の平成２２年４月以降に携わったホール（舞台含

む）、講堂等の面積が 300 ㎡以上の天井に係る設計業務の実績に応じて次のとおり審査する。なお、

設計の実績は新築及び増改築若しくは改修とし、公告日現在、設計業務が完了・引渡し済みのもの

に限る。 

審査項目 携わる立場 審査の着目点 審査点 関係様式 

設計件数 

管理技術者 

設計件数が３件以上 11 点 

様式６ 

６－１ 

設計件数が２件 8 点 

設計件数が１件 4 点 

建築担当 

主任技術者 

設計件数が３件以上 11 点 

設計件数が２件 8 点 

設計件数が１件 4 点 

 

（２）技術提案審査の審査基準 

   技術提案書の内容をもとに、本業務に対する設計者として的確性、実現性を総合的に審査する。 

審査項目 審査の着目点 配点 小計 

課題１ 

施工方法に関する項目 

提案工法の妥当性（安全性・耐久性・維持管理等）

について 
30 点 

100 点 

音響性能への配慮について 20 点 

課題２ 

工期に関する項目 

全体工事期間及び工期短縮への配慮について 10 点 

各工種工程の整合性（改修手順等）について 10 点 

課題３ 

その他の項目 

提案工法の意匠性について 10 点 

改修費用及び維持管理費用の低コスト化について 20 点 

合計点 100 点 

 

◆技術提案の評価 

 審査委員が技術提案内容を５段階で評価する。評価点は、各審査委員の評価に応じて[配点×評

価係数]で算出した合計点とし、全審査委員の平均点とする。 

審査の着目点 
各審査委員の評価 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

的確性、実現性の観点から総合

的に判断する。 

特に優れ 

ている 

優れて 

いる 
普通 

やや 

劣る 
劣る 

評価係数 1.0 0.8 0.6 0.4 0.2 

 ・的確性：各課題や参考資料などの与条件に整合する。 

 ・実現性：課題内容に説得力があり、提案内容を裏付ける根拠などが明示されている。 


